
基準の特例適用申請書 
                           年  月  日 

見附市消防長 様 

                申請者 

住所  

                   電話  

                   氏名              

 消防法施行令第３２条の規定による特例の適用を下記のとおり受けたいので申

請します。 

防
火
対
象
物 

所在地  

名 称  

用 途  

構造・規模 
耐火・準耐・木造・その他（       ） 

階数  建築面積    ㎡  延べ面積    ㎡ 

対象消防用設備等  

申
請
事
項
及
び
理
由
等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    受  付  欄 ※     経  過  欄 

 

 

 

 

 

 

備考 １ 申請者が法人の場合は、申請者欄には法人の名称及び代表者氏名を記入 
    すること。 
   ２ 特例適用対象等の欄には、特例を受けようとする消防用設備等の種類を 
    記入すること。 
   ３ 防火対象物の案内図、配置図、各階平面図等関係図面を添付すること。 
   ４ その他必要な資料を添付すること。 
   ５ ※欄には、記入しないこと。 



基準の特例適用申請書（記入例） 
                           ○○ 年 月 日 

見附市消防長 様 

                申請者 

住所 見附市消防町１丁目１番９号 

                   電話 ６１－０１１９ 

                   氏名 消防太郎       

 消防法施行令第３２条の規定による特例の適用を下記のとおり、受けたいので 

申請します。 

防
火
対
象
物 

所在地 見附市消防町１丁目１番１号 

名 称 見附市消防会館 

用 途 （８）項 博物館 

構造・規模 
耐火・準耐・木造・その他（       ） 

階数２階 建築面積５５０㎡  延べ面積９９０㎡ 

対象消防用設備等 屋内消火栓設備 

申
請
事
項
及
び
理
由
等 

 市民からの強い要望で当該施設を建設するものであるが、税収が減少して 

いることに加え、新たな財源も見込まれない事情のもと、多額の予算を要す

る屋内消火栓設備を設置することは困難である。 

 よって、代替設備としてパッケージ型消火設備を設置したいと考えるもの 

であり、このことについて基準の特例申請を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

※    受  付  欄 ※    経  過  欄 

 

 

 

 

 

 

備考 １ 申請者が法人の場合は、申請者欄には法人の名称及び代表者氏名を記入 
    すること。 
   ２ 特例適用対象等の欄には、特例を受けようとする消防用設備等の種類を 
    記入すること。 
   ３ 防火対象物の案内図、配置図、各階平面図等関係図面を添付すること。 
   ４ その他必要な資料を添付すること。 
   ５ ※欄には、記入しないこと。 


